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暁木会会員 各位 
 

平成 21 年 9 月吉日 
暁   木   会 

http://www.gyoubokukai.jp/ 
 

平素は、暁木会の活動にご支援とご協力を賜りまして厚く御礼申し上げます。  
今回の暁木会ニュース第 15 号では平成 20 年度総会、平成 21 年度に開かれた東京支部総会、

広島支部総会の報告に加え、三木先生から「研究報告」についてご執筆頂き、また第一線

での活躍ぶりや、新顔紹介について会員諸氏から寄稿していただきました。 
不十分な点も多々あることと思いますが、ご意見等がございましたら、末尾の連絡先ま

でご連絡下さい。今後も暁木会ニュースを会員の皆様にご愛読いただけますよう取り組む

所存ですので、なお一層のご協力をお願いします。 
なお、本編は白黒ですが、カラー版をホームページに掲載する予定ですのでご覧下さい。 

 

暁木会平成 20 年度総会について 
 

大学の卒業式、終了式のあと、昨

年度を 30人近く上回る 202名ものご

出席をいただき、平成 20 年度総会が

湊川神社の楠公会館で開催されまし

た。総会では、来賓紹介、会長挨拶

の後、5 つの議案について全会一致

で可決されました。今年度は 2 年に

1 回の役員改選の時期であり、新制

20 回の南部光広新会長が選任され、

就任の挨拶が行われました。議案の

内容は HP の資料をご覧下さい。  
総会の後に行われた懇親会では、

神戸市交響楽団の有志メンバー（新

制 20 回谷口浩様ご夫妻、加藤様、西

村様）による演奏が行われ、例年に

ない優雅な雰囲気が会場に流れまし

た。西名誉教授の乾杯の音頭からは、

懇親会も盛大に盛り上がりました。 
大変楽しい懇親会でしたので、昨

年度出席されなかった会員の方々も、

今年度はご出席頂くことをお願いた

します。 

日 時：平成21年3月25日  18:00～21:10 
会 場：湊川神社 楠公会館 
出席者：ご来賓(名誉教授、教官) 35名 

会員          72名 
卒業生・修了生     95名 

（合  計    202名） 
議 事：1 会務報告  

2 役員改選 
3 会計報告 
4 監査報告 
5 予算案 

懇親会：1 来賓挨拶（笹山前神戸市長） 
2 卒業50周年祝金贈呈（新制７回生（代

表：西名誉教授）） 
3 優秀学生表彰（暁木会賞:丸尾陽平様、

KTC賞:安福皓介様、土木教室賞:松山航様）

会員数：卒業・修了者：4、292人(うち学部卒業者

58人、大学院修了者10人)、物故者810人、

会員数3、482人（平成21年4月1日現在） 
H21年度役員 会長:南部光広○20 、副会長:亀山剛司

○25・尾原勉○27 、KTC副理事長:池野誓男○12 、KTC
理事:本下稔○15 、田中稔○17 、常任幹事:濱村吉昭

○33 、伊藤裕文○32 、寺谷毅○33 、会計幹事:野並賢

96C）  
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■ 総会出席者            ■ 石岡 暁木会会長 挨拶 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   ■ 南部 新暁木会会長 挨拶     ■ 神戸市交響楽団の有志による演奏 

 

平成 21 年度 第 1 回神戸大学・暁木会意見交換会 
さる６月 18 日（木）午後 6 時から、工学部生協食堂・AMEC において大学との意見交

換会が開催されました。 
当日は、大学側 11 名、暁木会 9 名の参加のもと、暁木会会長、市民工学専攻長の挨拶

の後、南部会長から中山専攻長に対し学術振興基金助成金の贈呈が行われ、亀山副会長の

「乾杯」の発声のもと、意見交換会がにぎやかにスタートしました。昨年度に引き続き、

会食しながらの意見交換が行われ、大学、暁木会双方からの提案について活発な意見が交

わされました。在学時から先生方のお顔ぶれは変わっていますが、研究、教育に対する学

科の真摯なご姿勢は変わっていないことを感じ、意見交換を通じて活力をいただいたこと

は、幹事の役得と感じた次第です。 
意見交換内容は以下の通りですが、概要については HP に記載していますのでご覧くだ

さい。 
【意見交換内容】JABEE 関係（OB アンケート中間報告）、インターンシップの受け入

れ企業のお願い、講義プロジェクトマネジメント、平成 20 年度総会・

平成 21 年度年間行事について等  
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 暁木会会員、母校教壇に立つ 

～プロジェクトマネジメント講義の紹介～   

準教授 加藤正司先生○31  

 
3 年生を対象に、2008 年度後期から「プロジェクトマネージメント」が開講されていま

す。この授業はこれまで開講されていなかったですが、JABEE 受審に伴う講義内容の見直

しの際に、従来の講義科目でカバーされていなかった、建設プロジェクトに係わる現場で

の諸問題を学生に周知する必要があることが認識されて開講されるに至ったものです。講

義ではプロジェクトマネジメント・建設マネジメント・契約と責任・海外事業をキーワー

ドに、官公庁、ゼネコン、コンサルの経験豊富な 6 人の講師の方々により、実例・実体験

談を踏まえた講義を担当して頂いております。 
表-１はシラバス（講義計画）に記載されている授業目標と学生の学習目標です。専門的

ではありますが、多角的な理解が学生に求められております。学生の受講登録率は選択科

目にもかかわらずほぼ全員であり、2 限（10：40）授業開始でありますが、出席率も毎回

70％近い状況でした。授業では、各講師により豊富なスライドを駆使して視覚的な講義が

行われました。初年度としては講義も問題なく順調に行われ、今年 2 月に行われた授業評

価アンケートでも、学生の評価は 4（ほぼ満足）に近い評価を受けています。表-2、3 には

今年度の講師と授業内容を示しましたが、今年度も学生にとっては、現場に即した興味深

い講義として好意的に受け入れられるものと考えられます。 

 
表-1 授業目標および学生の学習目標 

授業目標 学生の学習目標 

インフラの計画、施工、管理・運営をプロ

ジェクトの管理運営の視点から講述する。

特に実際のプロジェクトを題材に具体的に

インフラ整備・運営の特徴を紹介するとと

もに、事例に示されたプロジェクトで留意

すべき事項を理論的に説明する。  
 

１．実際のプロジェクト事例・ケーススタ

ディを通して建設分野におけるプロジ

ェクトの特徴を理解する。 
２．プロジェクトマネジメントで重要とな

る Plan/Do/See の概念とその構造につ

いて理解する。 
３．建設プロジェクトを実行する上で必要

な発注・受注関係、組織論、契約に伴

う法的責任について習得する。 
４．プロジェクトを最適に実行するための

方法を習得する。 
５．国内事業と海外事業の差異について理

解する。 
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表-2 2009 年度プロジェクトマネジメント講師一覧 

氏 名 所 属 
鴻池 一季 ○22  ㈱鴻池組 特別顧問 
小林 六郎 ○20  株式会社ディアコンサルタンツ 代表取締役  
南部 光広 ○20  応用地質㈱技術本部 技師長（関西支社駐在） 
末永 清冬 ○27  神戸市企画調整局企画調整部調整課 参事 
水口 和彦 ○28  神戸市水道局技術部 課長 
油井 洋明 ○29  神戸市建設局西部建設事務所 副所長 

 
表-3 2009 年度プロジェクトマネジメント講義内容 

 月 日  担当者  授業内容  

１．  10 月 5 日  鴻池一季  
建設業におけるプロジェクトマネージメント  

その１（建設工事 PM のフロー・工事例１）  

２．  10 月 19 日  鴻池一季  
建設業におけるプロジェクトマネージメント  

その２（工事例２・環境関連工事）  

３．  10 月 26 日  鴻池一季  
建設業におけるプロジェクトマネージメント  

その３（海外における PM）  

４．  11 月 2 日  南部光広  

地方自治体におけるＣＭ（ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）方式による道路整備事

業（１）①建設プロジェクトの実施方式概論  ②ＣＭ方式導入の経緯と

特徴  ③工事着手時までの実施内容  

５．  11 月 9 日  南部光広  
地方自治体におけるＣＭ方式による道路整備事業（２）①工事の経緯

とＣＭＲの役割  ②環境対策  ③地元との協調  

６．  11 月 16 日  南部光広  
地方自治体におけるＣＭ方式による道路整備事業（３）①トンネル建

設における地山評価  ②新技術の導入  ③ＣＭ方式導入の成果  

７．  11 月 30 日  水口和彦 神戸空港計画及び兵庫運河再生計画における都市戦略 

８．  12 月 7 日  水口和彦 神戸市の水道事業におけるプロジェクトマネージメント 

９．  12 月 14 日  小林六郎 
ﾗｵｽ国ﾒｺﾝ河で日本の河川伝統工法を適用した河岸侵食対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの

事例紹介（１） 

１０． 12 月 21 日  小林六郎 
ﾗｵｽ国ﾒｺﾝ河で日本の河川伝統工法を適用した河岸侵食対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの

事例紹介（２） 

１１． 12 月 25 日  末永清冬  
明石海峡大橋アンカレッジ建設における技術開発とプロジェクトマネ

ジメントについて  

１２． 1 月 7 日  小林六郎 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ国ｼﾞｬﾜ島の電力供給のためﾁﾀﾙﾑ河に建設されたｻｸﾞﾘﾝ・ﾁﾗﾀ水力

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの事例紹介 

１３． 1 月 18 日  末永清冬 神戸空港の建設を実現した土木技術について 

１４． 1 月 25 日  油井洋明 
神戸市震災復興事業（土地区画整理事業、市街地再開発事業、街路事

業）について 

１５． 2 月 1 日  油井洋明  神戸市の都市づくり（都市計画）について  
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研究報告（コンクリート構造）  准教授 三木朋広先生  

 
既設構造物の劣化が進む状況に対して、適切

な維持管理システムが求められています。鉄筋

コンクリート（RC）構造物においては、塩化物

イオンに起因した鉄筋腐食が問題となります。

鉄筋が腐食すると、コンクリートの弱点を補っ

ている鉄筋の引張力に抵抗できる断面が減少し

ます。さらに、膨張圧によって鉄筋に沿ったひ

び割れが生じ、コンクリートと鉄筋の付着（一

体性を保とうとする性能）が劣化するため、コ

ンクリート部材の耐荷力が低下すると指摘され

ています。このような現象を踏まえた上で合理

的な維持管理を行うには、劣化した RC 構造物

の残存構造性能を正確に評価する必要があり、

そのための解析ツールが必要です。本研究では、

鉄筋腐食やひび割れ状況などの劣化の程度を表

す情報を用いた、構造物の残存性能評価手法の

構築を目指しています。 
ここで紹介する格子モデルは、RC 部材を軸

力のみを伝えるトラス要素に離散化しているの

で、力の流れを容易に特定できる簡便な解析モ

デル（図－1）です。この格子モデルにおいて、

主鉄筋およびせん断補強筋の断面欠損を考慮す

ることに加え、主鉄筋とコンクリートの節点を

別々に設け、せん断ばねと垂直ばねから成る接

合要素を用いることで（図－2）、鉄筋腐食した

RC 部材の耐荷性能を評価できることを明らか

にしました。さらに、実際の供用環境下で鉄筋

腐食した RC 部材を対象として、3 次元格子モデルを用いた解析を行い、降伏荷重や最大

荷重を妥当に予測できることを示しました。以上の成果は、構造物を維持管理する際に時

間的、空間的な軸に対する構造物の性能を把握するための有用な情報を与えるものであり、

2009 年度日本コンクリート工学協会論文賞を受賞するなど学術的にも評価されています。 
この他、コンクリートに生じたひび割れを非接触で広域に精度良く計測することを目指

し、LED をターゲットに用いた非接触変位計測法を開発しました（図－3）。この方法は、

高精度デジタルカメラによって撮影した画像を画像解析することによって、例えばある領

域に局所化するコンクリートの圧縮破壊挙動を捉えるなど、コンクリート部材を対象とし

た各種構造実験において活用しています。 

②  鉄筋要素の

  断面欠損  

①  主鉄筋の  
  付着劣化  

C.L. 

③  せん断補強筋

  の定着不良  

腐食考慮部  
健全部

アーチ要素

図－2 鉄筋腐食の導入方法  

図－1 モデル化の概念（RC橋脚の場合）

圧縮破壊の

局所化領域  

図－3 LEDターゲットを用いた非接触変

位計測結果の一例（左：LEDと供試

体の写真、中央：画像解析による主

ひずみ分布、右：ひび割れスケッチ）
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スタートライン（新顔紹介）  

 
ジオドクター（地球のお医者さん）を目指して 

応用地質株式会社関西支社 ジオテクニカルセンター 大藪 剛士 C06M 
 
神戸大学の修士課程を修了し、応用地質株式会社関西

支社に入社して早４年になります。在学中は、都市安全

研究センターの沖村孝先生、鳥居宣之先生のご指導のも

と、主に斜面防災工学・地盤工学について学ぶ中で、建

設コンサルタントという職業に憧れ現在の会社に入社い

たしました。私の会社は大きく地質・土質・設計・環境

（土壌）・生態の５つのカテゴリーから構成され、現在私

は土質チームで日々土の不思議に悩まされつつ、その面白さに惹かれています。 
入社以来４年、民間の地盤調査を主に担当してきました。仕事の流れは、まずお客様（構

造設計の方）と打ち合わせを行い、目的や懸念されている事柄を理解することから始まり

ます。これを踏まえ調査計画書を作成しますが、私は必ず最初に現場視察を行うことを心

がけています。これは、調査の良し悪しを左右するのは調査の出来次第であると考えてい

るのと、業務の円滑な遂行のためにははじめの所見が大事であると考えているからです（学

生時代にはよく沖村先生に現場を見に行けと言われて、一度も見に行きませんでしたが…）。

その後、具体の調査に入り、室内試験結果や解析検討を経て報告書の作成といった手順に

なります。  
民間業務は、調査工期が非常にタイトです。このため、夜遅くなることもしばしばあり

ます。ある時、業務が集中した折には、毎日午前様になり会社や、会社近くのカプセルホ

テルが定宿になっていたこともありました。「あ～、しんどい」と思うことも多々あります。

しかし、お客様に感謝していただいた時は、コンサルタントとしてプロジェクトのパート

ナーになれた喜びがこみ上げます。今では近畿圏内で計 300 弱の孔を掘ってきました。お

かげ様で、知り合いのお客様も増え、今では直接お仕事をいただいたり、業務時間中に数

十分の世間話も出来るほどの関係を築けた方もいらっしゃいます。これも、コンサルタン

トとしての私の喜びの一つです。  
タイトルにあるジオドクター（地球のお医者さん）は、会社のキャッチコピーでもあり

ますが、私の目指すところでもあります。まだまだ経験も浅く、知識や経験に基づく問題

解決能力は非常に浅はかであると感じております。現在、神戸市の新神戸の地盤減災研究

会においてご指導いただいている渋谷先生・鳥居先生をはじめ、先輩諸兄、皆様方のご指

導・ご鞭撻を賜り、ジオドクターを目標に今後も邁進していきたいと思います。 
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人との繋がりが大切、そして毎日が勉強！ 
株式会社 JTB 西日本神戸支店 大久保圭 C07 

 
株式会社 JTB 西日本に入社して 3 年目になりま

した大久保圭と申します。学生時代は、交通系の

朝倉先生のもと、人や車の移動など交通調査の研

究を行っておりました。 
現在は、母校の近くの神戸ハーバーランドにあ

ります神戸支店で法人営業を担当しております

（http://www.jtb.co.jp/shop/kobe/、よろしければ覗

いてみて下さい）。入社して JTB が扱っている商

品の多さに驚かされました。職場旅行はもちろん、

出張、招待旅行、報奨旅行、視察旅行、研修旅行。

最近は、周年行事、組合レクリエーション、展示

会、学会が増えております。他には、商品券や旅行保険、福利厚生の「えらべる倶楽部」

まで。毎日がパンフレットを見て勉強です。  
入社 1 年目は飛込み営業を中心としていましたが、2 年目以降は、お客様の課題を見つ

け解決に向けて JTB が何をお手伝いできるかを考え提案する営業をしております。 
神戸支店には土木出身はもちろん理系出身の人間すらいないので、お客様にはよく驚かれ

ますが、逆に珍しがられ人間関係の構築に役立っています。 
旅行の添乗に行くことも多く、日本各地やハワイ・オーストラリアなど海外へ行くこと

もあります。もちろん添乗中はお客様のお世話で自分が楽しめる暇はありませんが、特に

海外では見るもの食べるものすべてが刺激的でとても勉強になります。 
最近は仕事で神戸大学に行くことが多く、先生方の出張や 400 名規模の学会運営のお手

伝いも担当させていただきました。今でも大学に行くと心が安らぎます。 
日々の営業で感じる事は、人との繋がりほど大切なものはないという事。特に暁木一水

会での諸先輩との出会いは宝物です。過去、社長会のシンガポール視察旅行やサークル OB
会の中国周遊旅行などご紹介していただきました。これからも日々の出会いを大切にし、

勉強し経験を重ねて早く一人前の営業マンとなれるよう努めていきますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。 
 
 
  

http://www.jtb.co.jp/shop/kobe/
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現役最前線  

私の研究室   山口大学 イノベーション推進機構  教授  近久 博志 ○26  

 

私の研究室では、岩盤工学に関する計画・調査試験・設計・施工・維持管理の 
実務に携わっている研究者や技術者と一緒になって、次のような現場や構造物に適用できる

実務的な技術の研究開発に取り組んでいます（括弧内は、ここ 1 年の発表論文）。詳細は、研究
室のホームページ（http://geoeng.crc.yamaguchi-u.ac.jp）をご覧下さい。 

1) 研究プロジェクトのマネージメント･･･地盤構造物に活用されてきた技術の新しい活用分野を
模索するための研究開発（産業遺産として残されている地下空間を利用した環境調整型トレー
ニング施設の課題と可能性について、掘削地形を利用した半地下式冷凍倉庫の利用、国際リニ
アコライダ計画の施設設計の現状） 

2) 国土の有効利用に向けた地下空間利用施設の計画と設計･･･道路や鉄道や地下発電所などで活
用されているトンネルや地下大空洞の計画技術や設計技術の研究開発 

3) 岩盤や地盤を対象にした設計・解析手法･･･経済的で、高品質な地盤構造物を目的とした地盤
物性の調査・試験と設計・解析手法（応力変形、熱伝導、浸透流）の研究開発 

4) 現場計測データを設計にフィードバックす
る評価手法（情報化施工技術）･･･低コスト
で高品質な土木建築構造物の実現に向けた
現場計測システムと得られた計測データの
設計へのフィードバック手法の研究開発（画
像解析手法を用いた地下水流向流速計によ
る連続的な流向測定精度、長大構造物の健全
性監視のための FBG-BOTDR 計測システム
の開発、デジタル写真を用いた史跡「石城山
神籠石」の平面図作成に関する一考察、史跡
「石城山神籠石」保存に関するレーザプロフ
ァイラ測量の適用、地下空間利用における地
上型レーザプロファイラの適用(防空壕へ
の適用事例)） 

山口大学に来て 4 年になり、ようやく研究
環境も整い、研究助成や学外への展開に取り
組めるようになってきました。ノーベル賞で
湧いた素粒子の加速器の次世代研究施設（国
際リニアコライダ計画）や地域再生のための
産業遺産の有効活用のための地下空間利用の
提案、画像計測や光ファイバーやレーザプロ
ファイラを利用した岩盤の変位挙動や地下水
浸透流を監視するための新しい計測システム
の開発などが最近の研究テーマとなります。
こうした中で、動画像処理、精密写真測量、
応力変形問題の逆解析、複合現実感（Mixed 
Reality）が一緒になったシステムの開発をし
ており、撮影したビデオ画像から評価された
地表面の変位挙動から効率良く地盤内の挙動
を予測してみようと思っております。最近、手軽に入手でき、解析が容易な画像データに、ど
こまで付加価値が付けられるか楽しみです。 

大学の自由な空気に触れながら、岩盤や地盤に関連する構造物、特に、不特定多数が入場す
る地下空間の計画、設計、現場計測、施工管理全般にわたるシステム的な研究を進めています。
地盤構造物の実務面に即した研究内容が主体ですが、興味のある方は、お気軽に、研究室にお
立ち寄りください。 

図－2  撮影された動画像から法表面、さらに
は、地盤内の変位や地盤の強度特性を評価 

（Visual GeoEngineering System） 

図-1 実験中のひずみ分布（供試体の載荷実験）
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図-1 兵庫県内の公共交通網 

兵庫県における地域活性化に向けた公共交通の役割について 
兵庫県県土企画局交通政策課 芦田 渉○43  

神戸大学修士課程を修了後、兵庫県庁に入庁して以来、早くも 12 年が経

ちますが、軽部大蔵先生並びに田中泰雄先生をはじめ、ゼミの先輩である河

井克之先生とは本当に御無沙汰しております。神戸大学とは、仕事以外に 2
年前に経営大学院で MBA を取得するなど、個人的にも大変お世話になって

おります。本年 4 月から、交通政策課に勤務し、尾原課長（暁木会副会長）

のもと、兵庫県内の公共交通の活性化に向けて、おもに第 3 セクター鉄道の支援に関する業務

を担当しておりますので、その一部を紹介させて頂きます。 
兵庫県が出資する第 3 セクター鉄道は、北近畿タンゴ鉄道㈱（宮津線：豊岡～西舞鶴）、智頭

急行㈱（上郡～智頭）、北条鉄道㈱（粟生～北条）、関西高速鉄道㈱（尼崎～京橋：JR 東西線）

の 4 社ですが、このうち都市部を通過する関西高速鉄道㈱と、京阪神に特急を乗入れている智

頭急行㈱を除き、残る 2 社は、おもに地方部を拠点とする鉄道です。このため、過疎化の進展

による沿線住民の減少に加えて、日常生活における自動車利用の高まりから、住民の足として

の公共交通の地位は低下しており、厳しい経営状況が続いています。このような社会情勢の変

化に加えて、昨年度末からの景気悪化や新型インフルエンザ、高速道路料金 1000 円化による経

営環境の悪化は、第 3 セクター鉄道の経営にとって追い打ちをかける打撃となりました。 
こうした状況の中、兵庫県をはじめとする自治体に

は、「目指すべき地域の姿を実現するために、ふさわし

い地域公共交通のあり方」を検討し、その実現に向け

て第 3 セクター鉄道への支援に取り組むことが求めら

れています。 
そこで、H19 年度に「地域公共交通活性化・再生法」

が施行され、市町を中心に住民や事業者とともに協議

会を設立し、鉄道、バス、旅客船、自転車など様々な

交通機関の連携による「地域にふさわしい公共交通」

の実現を目指した取り組みを展開することが定められ

ました。 
具体的には、交通事業者では、通学、通勤、通院な

ど地域住民のニーズに対応したダイヤの改善や、低床

車両などの車両改善、観光客誘致を目的とした企画乗

車券の販売やイベント列車の運行などに取り組むこと

になります。また、沿線市町では、複数の交通事業者

と連携して、駅前広場整備やパーク＆ライド用駐車場

整備、バスとの接続改善などにより、公共交通の利便

性を高めるための取り組みを実施することになります。 
世界的には、CO2 排出抑制のため、自動車から公共交通

への利用転換が進んでいます。これに逆行するような動き

が国内にはありますが、「地球に優しい地域の足」として、

公共交通の支えにより豊かな地域社会が実現できるように

努力していきたいと考えています。 
会員の皆様におきましても、通勤や出張、旅行の際には、

是非公共交通を利用して頂くようお願いします。そして、

少し足を伸ばして本県の第 3 セクター鉄道にもご乗車頂け

れば幸いです。 図-2 イベント列車の運行 
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 研究活動紹介   

大学院工学研究科市民工学専攻 博士後期課程 1 年 川尻 峻三 
私は、現在、澁谷啓教授のご指導の下で研究を行って

います。澁谷教授は、地盤安全工学教育研究分野に所属

されており、この教育研究分野には、澁谷研究室以外に

も加藤正司准教授、鳥居宣之助教の研究室があります。

それぞれの教員に学生が配属されていますが、取り組む

研究内容に応じて、複数の研究室がチームを組んで研究

を実施しており、学生部屋も合同となっています（写真

１参照）。それぞれの研究室における研究テーマは、地

震・豪雨に強い盛土工法の開発、不飽和盛土材料の広範

囲のひずみでの単調・繰り返し載荷時の強度・変形特性、

リサイクル材料の地盤構造物への適用性の検討、自然斜

面崩壊発生メカニズムの解明、自然災害危険度の評価手

法の開発、など多岐に亘っていますが、共通のテーマは、

「地盤災害の軽減」および「循環型社会の実現」です。 
また、3 つの研究室が合同でゼミ発表や様々なイベン

ト（学会参加、コンパ、歓送迎会、謝恩会等）を行うこ

とで、研究室の垣根を越えた絆も大切にしています。こ

のようなイベントを通じて形成される人間関係は、我々

の研究を進めていく上で必要不可欠なものとなっており、

研究分野のユニフォームとして作業服を作る（写真２参

照）など、常に研究分野内の結束力を高めています。 
このような雰囲気の中で、私は博士論文の研究テーマ

として、「広範囲なひずみ領域での不飽和地盤材料の変形

強度特性に関する研究」を行っています。近年、記録的

な豪雨によって不飽和状態にある補強盛土内の飽和度が上昇し、盛土全体の強度・剛性が

低下することで崩壊に至る事例が報告されています。このことから不飽和状態にある土構

造物の降雨および地震時の崩壊メカニズムを解明することは急務と言えます。不飽和状態

にある盛土の破壊・変形挙動の予測には、要素試験によって広範囲なひずみ領域での単調・

繰返し載荷時の変形強度特性に及ぼす水分状態、密度、拘束圧などの影響を評価する必要

がありますが、不飽和土に関するこの種の研究例は極めて少ないのが現状です。そこで、

不飽和土の水分状態が広範囲のひずみ領域での弾性係数などに与える影響を明らかにする

ことを目的として、不飽和土の試験に対応可能な高精度・多機能な三軸試験装置を開発（写

真３参照）し、試験より得られた不飽和地盤材料の弾性係数に及ぼす拘束圧依存性および

水分状態の影響について研究しています。盛土崩壊は、市民の安全・安心を脅かすため、

本研究の成果によって、不飽和状態にある既設盛土の正確な地盤材料の物性値を反映した

健全度評価が可能となり、盛土の性能を総合的に評価できるものと期待しています。 
 

写真２ 作製した作業服  

写真１ 学生部屋の様子  

写真３ 開発した試験装置  
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 支部総会の報告   

 
暁木会は各支部でも活動を行っています。東京支部の総会が 7 月 3 日(金)に、広島支部

の総会が 7 月 31 日(金)に、東海支部の総会が 8 月 25 日(火)に行われました。締め切りの都

合から、今回は東京支部と広島支部の総会報告をさせて頂きます。  
・東京支部報告 

平成 21 年度暁木会東京支部総会を平成 21 年 7 月 3 日（金）、ホテルグランドヒル市ヶ

谷で開催しました。来賓として大学より喜多秀行教授、暁木会本部より南部光広会長にご

出席いただき、また東京支部会員は新入会員 5 名を含む 49 名に参加いただきました。 
総会前に喜多先生より「社会資本としての公共交通」というテーマでご講演いただきま

した。単なる道路や鉄道建設のお話ではなく、モノとしてのインフラ以外に制度資本や社

会環境にも視野を広げ、より質の高い暮らしを実現するため、公共交通を活用して地域に

即したサービスの提供や効率的運営を目指す、というお話に会員のみなさまも興味深く聞

いておられました。 
総会では役員改選の審議が行われ、新支部長に長谷康生氏○21 、副支部長に時政宏氏○25 が

選任されました。また南部会長よりご挨拶と本部の活動状況のお話しをいただいた後、本

部助成金目録の新支部長への授与をもって総会を終了しました。 
懇親会は冒頭に喜多先生より大学の近況のご報告をいただき、美藤恭久氏○9 の乾杯のご

発声により始まりました。途中、新

入会員の自己紹介をおりまぜ、世代

を越えた歓談に花が咲きました。最

後は時政副支部長の音頭のもと万歳

三唱をもって 2 時間にわたる懇親会

が終了しました。 
懇親会終了後、多くの方が気の合

う仲間同士で夜の街に消えていかれ

たのは言うまでもありません。 
報告者 東京支部事務局 前田建設工業 三輪 享○33  

 
・広島支部報告 

平成 21 年 7 月 31 日に KKR 広島にて暁木会広島支部総会が開催されました。本年度は

暁木会本部より亀山剛司副会長、大学より飯塚敦教授をお招きし、支部会員 16 名とあわせ

て 18 名での開催となりました。  
亀山副会長からは、暁木会本部活動内容や役員交代の件などの報告説明があり、引き続

き会員入会状況の説明がありました。また、現在卒業生の約 3 分の 1 と会費納入が低調で

あることから、会員増強を目指しての新規会員勧誘を広島支部でも行ってほしいとのお願

いがありました。 
飯塚敦教授からは大学の近況報告があり、土木工学から建設工学そして市民工学への変

遷経緯について語られ、引き続き現在の講座構成及び教職員構成の説明がありました。ま
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た、土木関連業種の活動変遷や、技術者としての心構えを語っていただき、その後、神戸

大学及びその他大学の卒業生進路の 10 年間の変化について説明をいただきました。 
懇親会は梅田支部長の挨拶により始まり、参加されたそれぞれの支部会員の立場から、

昨今の建設業界の環境や将来などについて語り合い、大変盛り上がりました。  
広島支部では例年、本部と大学から来賓をお招きし、神戸の近況をお話しいただくとと

もに、将来の我々の活躍の場や後進の指導などさまざまな話題で盛り上がっています。こ

のような有意義な交流の場を今後もさらに盛り上げていけるようにしたいと思っておりま

す。また、中国地域のみならず九州など他地域からのご参加も大歓迎ですので、来年度以

降も多数の方のご参加をお待ちしております。 
報告者 広島支部事務局 復建調査設計株式会社 髙橋俊之 C98 

 

暁木会年会費納入のお願い 
平成 15 年度から導入いたしました年会費につきましては、現在、1、000 余名を数える

会員各位にご理解とご協力をいただいています。本誌をもってお礼を申し上げます。 
しかしながら、暁木会の安定した運営を行うためには未だ十分ではありません。現在、

皆様に送付した住所確認のはがき、クラス幹事や各職場の世話人を通じて会費納入の依頼

を行っているところです。会費納入の手続きが未了の会員各位には、引き続きご理解とご

協力お願い致します。なお、手続き等に関する問合せは、巻末の連絡先（野並）までお願

い致します。手続き関連書類を送付させて頂きます。 
※年会費の集金方法につきまして、現在、集金代行業者（三菱ＵＦＪニコス株式会社）

に委託し、会員の指定金融機関から年 1 回の自動引落しの制度を採用いたしておりま

す。  

平成 21 年度の名簿発行について 
今年度は、平成20年度の総会で可決頂きましたように、収支バランスの都合等から、暁

木会会員名簿発行を見送らせて頂いております。悪しからずご了承下さいませ。 
 

おわりに 
最後になりましたが、業務多忙の折、執筆を引き受けてくださった皆様に心からお礼申

し上げます。また、会員の皆様から、本ニュースへの新企画、寄稿などを募集しています。

下記、連絡先まで、ご意見をお寄せください。 
 
 
 
 
 
 
 

発 行  者：暁 木  会 
連 絡  先：会計幹事 野並 賢 C96 

応用地質株式会社神戸支店 
TEL：078-252-2108 FAX：078-252-2109 
E-mail：nonami-satoshi@oyonet.oyo.co.jp
http：//www.gyoubokukai.jp 

http://www.gyoubokukai.jp/
mailto:nonami-satoshi@oyonet.oyo.co.jp


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 800
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


